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「みんなが主語の学校を」 

伊丹市立北中学校 

校長 福本 恭    

  

「豊かな心と考える力を育み、よりよい未来を切り拓く」 

北中学校の令和８年度学校教育目標です。研修会を実施し、教職員全員で北中の強みや弱みを分

析し、グループ協議を行ったうえで原案をつくりました。それから各委員会で原案を協議検討し、

生徒会本部役員にも意見をもらい、最終的に学校運営協議会でご意見をいただいてようやく完成し

ました。 

今後、子どもたちが活躍するこれからの時代は、VUCA の時代と言われています。急激に変化し、

未来を予測しにくく、問題が複雑に絡み合い、正解がひとつとは限らない、そんな時代です。そん

な時代をしっかりと生きていくためには、学力はもちろんのこと、様々な社会の変化に対応できる

こと、自ら人生を切り拓くこと、他者を尊重すること、そして自分の良さや可能性を認識すること

など、多様な資質や能力が求められます。 

そこで、この目標には大切なキーワードが２つあります。まずは、考える力。困難な事に直面し

たときには、自分でしっかり考え、判断し、行動する力が必要です。また、他者とじっくり対話し、

皆が納得できるような解を見つける力も重要です。考える力はすべての基礎となっています。 

次に、豊かな心。どれだけ知識や技能があっても、豊かな心がなければ周囲から信頼される人に

はなれません。相手の立場で考えたり、違いを認めあったり、自分の良さや可能性を認めたりとい

った自他を大切にする豊かな心を育むことは学校教育の肝であり、使命であると考えます。最も大

切なことは「命と人権」を守り、子どもたち一人ひとりが生き生きと過ごせる居場所をつくること

です。 

最後にもうひとつ。子ども、先生、保護者や地域の方、関係機関の方、誰もが主語になり得る目標

としました。みんなが当事者となって、「豊かな心と考える力を育み、よりよい未来を切り拓く」の

です。学校は教職員や子どもたちだけでつくっていくものではありません。これからの時代は「み

んなが主語の学校」をつくっていくべきだと考えます。学校に関わる皆さんがそれぞれ当事者であ

るという意識をもって学校に関わっていただくことで、より素晴らしい学校になるのではないかと

思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 伊丹市少年補導委員連合会 感謝状贈呈式・委嘱状交付式・定期総会 

令和 8 年 4 月 27 日(月) 伊丹市立総合教育センター（2 階 研修室） 
 

感謝状贈呈式では、太田 洋子 伊丹市教育長より令和 7 年度末に少年補導委員を退任された 39 名の方
に、感謝状が贈呈されました。39 名の方の中には、20 年の長きにわたり、少年補導委員を務めてくださ
った方もおられ、これまでのご功績に感謝の意しかございません。心より感謝申し上げます。また、こ
れからも今まで同様、伊丹の子どもたちを見守り続けてくださいますようよろしくお願いいたします。
続いての委嘱状交付式では、令和 8・9 年度 少年補導委員を務められる 113 名の方に委嘱状が交付され
ました。そして、委嘱状交付後、ご来賓を代表して、 
伊丹警察署 署長 大下 泰史 様にごあいさつと激励のお言葉を頂戴しました。 
定期総会では、伊丹市少年補導委員連合会 林 明美 会長のあいさつの後、阪神北少年サポートセンタ

ー所長 位田 道俊 様から、サポートセンターの職員の方のご紹介と業務内容についてのご説明がありま
した。 
その後、令和 7 年度の事業報告・決算報告ののち、令和 8 年度事業計画・予算について審議・決定され

ました。 

 

 

 

４月補導活動 

ｰ 暫定値 ｰ 

幼児 

小学生 

中学生 高校生 

その他 

大人 

あいさつ ２９７８  １１７   ６０  ３２２ 
声かけ/会話等  ２６８   ４０   ３９ １２４ 
(内) 
問題 

行動 

遊びに関して   １１    ０    ２    １ 
交通に関して   ２４    ６    ９    ９ 
その他   ２４    ５    ３    ３ 

4月 相談件数 

電話相談  ２ 件 

来所相談  ３ 件 

ﾒｰﾙ相談  ０ 件 

ひょうご防犯ネット情報 （ ４/１ ～ ４/３０ 掲載分 ） 

日 時刻 場 所 事 案 概  要      － 行為者確保・警告等があったものには☆印 － 

16 20:50 伊丹 1 わいせつ 女子高校生に対して、男が後方から近づいてわいせつな行為をした。 

20 15:50 鈴原 6 不審者 交差点で立ち止まっている女子小学生 3 名に対して、男がスマートフォ

ンを向ける素振りをした。 

22 15:40 千僧 6 無断撮影 公園で遊んでいた女子小学生に対して、男がスマートフォンを向けて撮

影する素振りをした。 

 

「センター通信」へのご意見ご感想を、伊丹市立少年愛護センター（℡072-780-3540）までお寄せください 

  7（木） 

  7（木） 

  8（金） 

 

11（月） 

11（月） 

伊丹市少年補導委員連合会 役員会 

伊丹市少年補導委員連合会 定例理事会 

兵庫県青少年補導センター連絡協議会  

総会・理事会 

広報啓発活動（池尻・南・花里） 

一斉補導    （稲野・笹原） 

14（木） 

18（月） 

  

22（金） 

28（木） 

伊丹市少年補導委員連合会 就任研修会 

伊丹市少年育成協会 60周年記念 

定期総会・全体研修会 

繁華街特別補導（伊丹・荻野・瑞穂） 

伊丹市青少年を守る店連絡協議会 役員会 

新しく購入した DVD 

「NO! 闇バイト」 
 研修会等でご活用ください  

 

 

 

 

 

 

 

貸し出しのご予約は少年愛

護センターにご連絡ください  

☎ 072-780-3540 

【子どもや保護者からの相談】 
問題行動、しつけや子育て、不登校等、 

子ども・青少年に関する様々な相談に応じます。 

〇「子どもと保護者のなやみの相談」    
 [電話相談]      072-770-8742 

   [来所相談]      072-780-3540（事前予約制） 

 [メール相談]   aigo@itami.ed.jp 

最近ニュースなどで良く耳にするようになった「闇バイト」という言葉。 
警察庁の調査では、2024年の特殊詐欺で検挙された受け子・出し子等 2,000人余のうち、4割超が

SNSの闇バイト応募がきっかけとなっています。「短期間」「高収入」などの甘い言葉を使って SNSやイ
ンターネット掲示板で募集され、その内容は犯罪行為にあたるが、応募時に身分証や実家の情報などを
提供させることで、容易に抜け出せない状況を作り出している。中には、巧みにカモフラージュされ、
応募者も気付かぬまま、いつの間にか犯罪行為に加担している場合も…。本 DVDでは、そんな闇バイト
の仕組みや実情、闇バイトに潜む危険性や闇バイトを退ける方法などを紹介、甘い誘惑で忍び寄る「闇
バイト」について解説していく。 
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